
平
成
二
十
九
年
八
月
二
十
九
日
招
集 

定

例

市

議

会 
         

提 
案 

理 

由 

説 

明 
          

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

熊 

本 

市 



－１－ 

提
案
理
由
の
説
明
に
先
立
ち
ま
し
て
、
ま
ず
は
じ
め
に
、
本
日
の
北
朝
鮮
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
を
受
け
一

言
申
し
上
げ
ま
す
。 

本
日
午
前
五
時
五
十
八
分
頃
、
北
朝
鮮
西
部
よ
り
一
発
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
が
北
東
方
向
に
向
け
発
射
さ

れ
、
我
が
国
上
空
を
通
過
し
、
同
六
時
十
二
分
頃
、
襟
裳
岬
の
東
約
千
百
八
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
太
平
洋

上
に
落
下
し
た
と
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。 

北
朝
鮮
の
度
重
な
る
ミ
サ
イ
ル
発
射
は
、
我
が
国
の
み
な
ら
ず
国
際
社
会
の
平
和
と
安
定
に
と
っ
て
深

刻
か
つ
重
大
な
脅
威
で
あ
り
、
断
じ
て
許
せ
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
暴
挙
を
繰
り
返
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、
北
朝
鮮
に
対
し
て
厳
重
に
抗
議
し
、
非
難
す
る
と

と
も
に
、
国
際
社
会
と
の
協
調
を
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

そ
れ
で
は
改
め
ま
し
て
、
二
点
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
ず
、
先
月
の
九
州
北
部
豪
雨
で
被
災
し
た
自
治
体
へ
の
支
援
状
況
に
つ
い
て
御
報
告
い
た
し
ま
す
。 

福
岡
県
・
大
分
県
を
中
心
に
発
生
い
た
し
ま
し
た
「
平
成
二
十
九
年
七
月
九
州
北
部
豪
雨
」
に
伴
う
土
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砂
災
害
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
多
く
の
尊
い
命
や
財
産
が
失
わ
れ
る
な
ど
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
被

災
地
で
は
、
今
も
な
お
復
旧
作
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。 

こ
こ
に
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
御
冥
福
を
衷
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ

た
多
く
の
皆
様
方
に
対
し
、
謹
ん
で
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

本
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
七
月
五
日
に
総
務
省
消
防
庁
か
ら
の
出
動
要
請
を
受
け
、
緊
急
消
防
援
助

隊
を
大
分
県
日
田
市
に
派
遣
し
、
以
後
、
七
月
五
日
か
ら
十
日
ま
で
は
大
分
県
日
田
玖
珠
消
防
本
部
を
拠

点
に
、
七
月
十
一
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
は
福
岡
県
朝
倉
市
役
所
を
拠
点
に
、
消
防
局
職
員
延
べ
三
百
十

五
人
を
派
遣
し
て
救
助
活
動
・
救
急
活
動
・
指
揮
支
援
活
動
に
携
わ
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
福
岡
県
朝
倉
市
か
ら
の
支
援
要
請
を
受
け
、
七
月
二
十
四
日
か
ら
八
月
四
日
ま
で
、
周
辺
地
域

の
災
害
ご
み
の
集
積
場
と
な
っ
て
い
た
同
市
の
大
福
幼
稚
園
に
対
し
、
パ
ッ
カ
ー
車
延
べ
三
十
三
台
と
環

境
局
職
員
延
べ
百
三
十
一
人
を
派
遣
し
、
分
別
・
収
集
・
運
搬
作
業
を
行
い
、
九
月
か
ら
幼
稚
園
が
再
開

で
き
る
よ
う
作
業
を
完
了
さ
せ
ま
し
た
。 
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現
在
も
、
収
集
活
動
を
継
続
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
も
被
災
地
と
協
議
を
行
い
な
が
ら
、
必
要
な
支

援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

そ
の
他
、
復
興
支
援
の
一
助
に
な
れ
ば
と
考
え
、
先
月
十
四
日
か
ら
各
区
役
所
等
に
お
い
て
市
民
の
皆

様
か
ら
の
義
援
金
の
受
付
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。   

集
ま
り
ま
し
た
義
援
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
被
災
自
治
体
を
通
し
て
被
災
さ
れ
た
方
々
に
お
届
け
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
御
理
解
と
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

次
に
、
先
月
二
十
四
日
に
発
見
さ
れ
た
不
発
弾
の
処
理
に
つ
い
て
御
報
告
い
た
し
ま
す
。 

七
月
二
十
四
日
に
、
画
図
町
の
下
無
田
神
社
付
近
に
て
、
不
発
弾
ら
し
き
も
の
が
発
見
さ
れ
、
自
衛
隊

の
調
査
に
よ
り
、
直
径
約
四
十
セ
ン
チ
、
長
さ
約
一
メ
ー
ト
ル
の
二
百
五
十
キ
ロ
焼
夷
爆
弾
で
、
底
部
に

信
管
が
残
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
い
た
し
ま
し
た
。 

自
衛
隊
に
よ
り
、
信
管
が
作
動
し
な
い
よ
う
安
全
措
置
を
施
し
、
通
常
の
状
態
で
は
爆
発
の
危
険
は
な

い
も
の
の
、
信
管
を
除
去
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
翌
二
十
五
日
に
不
発
弾
処
理
警
戒
本
部
を
設
置
し
、
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関
係
機
関
と
の
協
議
を
行
い
ま
す
と
と
も
に
、
現
地
に
お
い
て
二
十
四
時
間
監
視
体
制
を
と
る
な
ど
、
住

民
の
皆
様
の
安
全
確
保
に
努
め
ま
し
た
。 

二
十
九
日
の
住
民
説
明
会
を
経
て
、
三
十
一
日
に
不
発
弾
処
理
対
策
本
部
を
設
置
し
、
自
衛
隊
、
県
警
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
住
民
の
皆
様
の
安
全
に
万
全
を
期
し
、
皆
様
の
御
協
力
の
も
と
、
発
見
か
ら
十

二
日
後
の
八
月
五
日
、
不
発
弾
の
処
理
が
無
事
完
了
し
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
で
改
め
て
御
報
告
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

そ
れ
で
は
、
提
出
議
案
に
つ
い
て
、
説
明
に
入
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

今
回
の
補
正
予
算
案
は
、
熊
本
地
震
に
関
連
し
た
被
災
者
支
援
や
公
共
施
設
の
復
旧
等
に
要
す
る
経
費

の
ほ
か
、
七
月
の
台
風
第
三
号
及
び
集
中
豪
雨
に
伴
い
ま
す
、
市
道
や
農
地
等
の
災
害
復
旧
経
費
や
、
辛

島
公
園
地
下
駐
車
場
及
び
地
下
通
路
改
修
に
要
す
る
経
費
等
、
緊
急
に
対
応
が
必
要
な
も
の
や
今
後
の
業

務
推
進
上
や
む
を
得
な
い
も
の
、
国
・
県
か
ら
の
補
助
内
示
に
伴
う
も
の
、
さ
ら
に
は
、
西
部
交
流
セ
ン

タ
ー
等
の
施
設
の
指
定
管
理
に
伴
う
債
務
負
担
行
為
な
ど
を
提
出
し
て
お
り
ま
す
。 
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ま
ず
、
補
正
予
算
案
の
概
要
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
と
、
一
般
会
計
に
お
い
て
、
四
十
一
億
五
千
四

百
二
十
四
万
円
の
増
額
、
補
正
後
の
予
算
額
四
千
十
四
億
四
千
九
百
一
万
円
、
特
別
会
計
に
お
い
て
、
九

千
三
百
万
円
の
増
額
、
補
正
後
の
予
算
額
二
千
二
百
二
十
五
億
千
百
五
十
七
万
円
、
企
業
会
計
に
お
い
て
、

七
億
九
千
一
万
円
の
増
額
、
補
正
後
の
予
算
額
七
百
三
十
一
億
五
百
五
十
七
万
円
と
な
り
、
合
計
で
は
補

正
額
五
十
億
三
千
七
百
二
十
五
万
円
、
補
正
後
の
予
算
額
は
六
千
九
百
七
十
億
六
千
六
百
十
五
万
円
と
な

り
ま
し
た
。 

補
正
後
の
予
算
を
前
年
同
期
と
比
較
い
た
し
ま
す
と
、
一
般
会
計
で
は
一
・
九
％
の
増
、
特
別
会
計
で

は
〇
・
七
％
の
減
、
企
業
会
計
で
は
十
八
・
七
％
の
減
と
な
り
、
全
体
の
合
計
額
で
は
一
・
六
％
の
減
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。 

主
な
内
容
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
と
、「
平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震
」
関
連
の
補
正
予
算
で
す
が
、
今

回
の
補
正
予
算
案
で
は
、
被
災
者
支
援
・
生
活
支
援
に
要
す
る
経
費
と
、
公
共
施
設
の
復
旧
に
要
す
る
経

費
等
を
計
上
し
て
お
り
、
合
計
で
四
十
六
億
千
九
百
四
万
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 
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ま
ず
、
被
災
者
へ
の
経
済
的
な
支
援
・
生
活
再
建
に
関
連
す
る
経
費
と
い
た
し
ま
し
て
、
み
な
し
応
急

仮
設
住
宅
と
し
て
借
り
上
げ
た
民
間
賃
貸
住
宅
の
賃
借
料
等
の
ほ
か
、
被
災
し
た
農
業
者
の
方
の
生
産
に

必
要
な
施
設
等
の
再
建
・
修
繕
に
対
す
る
助
成
経
費
等
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

次
に
、
公
共
施
設
の
復
旧
に
関
連
す
る
経
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
被
災
し
た
希
望
荘
の
復
旧
に
係
る
設

計
等
経
費
の
ほ
か
、
飽
田
西
小
学
校
の
校
舎
改
築
に
係
る
調
査
・
設
計
経
費
等
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

そ
の
ほ
か
、
熊
本
地
震
に
伴
う
市
税
の
減
免
等
に
よ
り
生
じ
た
、
平
成
二
十
八
年
度
分
の
市
税
還
付
に

要
す
る
経
費
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

続
き
ま
し
て
、
熊
本
地
震
関
連
以
外
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
、
部
門
別
に
申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
ず
、
総
務
部
門
で
は
、
辛
島
公
園
地
下
駐
車
場
及
び
地
下
通
路
の
改
修
の
た
め
の
調
査
・
設
計
委
託

経
費
及
び
こ
れ
に
伴
う
債
務
負
担
行
為
等
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

次
に
、
市
民
部
門
で
は
、
区
役
所
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
向
け
た
、
中
央
区
役
所
の
受
付
窓
口
の

レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
及
び
中
央
区
役
所
・
東
区
役
所
に
お
け
る
窓
口
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
配
置
に
係
る
経
費
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等
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

次
に
、
健
康
福
祉
部
門
で
は
、
特
定
妊
婦
等
へ
の
相
談
支
援
の
窓
口
を
モ
デ
ル
的
に
産
科
医
療
機
関
等

に
拡
充
す
る
委
託
経
費
や
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
業
務
委
託
の
債
務
負
担
行
為
等
を
計
上
し
て

お
り
ま
す
。 

次
に
、
環
境
部
門
で
は
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
に
向
け
た
「
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ 

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」
啓
発
推
進
の

た
め
の
フ
ェ
ア
開
催
経
費
や
、
新
た
に
建
設
さ
れ
た
西
部
交
流
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
に
伴
う
債
務
負
担

行
為
等
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

次
に
、
農
水
部
門
で
は
、
台
風
や
集
中
豪
雨
に
よ
り
被
害
を
受
け
ま
し
た
農
地
や
農
業
用
施
設
等
の
復

旧
に
要
す
る
助
成
経
費
等
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

次
に
、
経
済
観
光
部
門
で
は
、
商
店
街
等
が
実
施
し
ま
す
イ
ベ
ン
ト
や
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
等
に
対
す
る

助
成
経
費
や
、
桜
の
馬
場
城
彩
苑
の
「
湧
々
座
」
の
入
館
者
増
に
向
け
た
展
示
物
更
新
経
費
等
を
計
上
し

て
お
り
ま
す
。 



－８－ 

次
に
、
都
市
建
設
部
門
で
は
、
台
風
や
集
中
豪
雨
に
よ
り
被
害
を
受
け
ま
し
た
道
路
や
河
川
等
の
復
旧

に
要
す
る
経
費
の
ほ
か
、
合
志
川
河
川
改
修
に
伴
う
舟
島
橋
架
け
替
え
工
事
の
債
務
負
担
行
為
等
を
計
上

し
て
お
り
ま
す
。 

次
に
、
教
育
部
門
で
は
、
小
学
校
七
校
の
給
食
調
理
等
業
務
の
民
間
委
託
経
費
の
債
務
負
担
行
為
等
を

計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
企
業
会
計
で
は
、
病
院
事
業
会
計
に
お
い
て
、
無
菌
調
製
設
備
の
整
備
手
法
の
見
直
し
に
伴
う

減
額
補
正
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

最
後
に
、
水
道
事
業
・
下
水
道
事
業
会
計
で
は
、
熊
本
地
震
関
連
の
水
道
施
設
の
災
害
復
旧
経
費
の
ほ

か
、
罹
災
や
漏
水
等
に
よ
り
、
水
道
料
金
や
下
水
道
使
用
料
を
減
免
し
た
こ
と
に
よ
る
過
年
度
損
益
修
正

損
の
増
額
補
正
等
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

以
上
が
、
補
正
予
算
の
歳
出
の
説
明
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
賄
う
財
源
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歳
出

に
見
合
う
国
・
県
支
出
金
等
の
特
定
財
源
や
市
債
を
計
上
し
ま
す
と
と
も
に
、
一
般
財
源
と
し
て
繰
越
金
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を
充
当
し
て
お
り
ま
す
ほ
か
、
熊
本
地
震
及
び
台
風
被
害
関
係
経
費
の
財
源
と
し
ま
し
て
、
財
政
調
整
基

金
三
億
円
を
取
り
崩
し
て
活
用
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

続
き
ま
し
て
、
条
例
等
の
議
案
で
あ
り
ま
す
が
、
主
な
も
の
と
い
た
し
ま
し
て
、
ま
ず
、「
熊
本
城
ホ
ー

ル
条
例
の
制
定
」
に
つ
い
て
御
説
明
い
た
し
ま
す
。 

こ
れ
は
、
国
際
会
議
、
展
示
会
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
等
の
開
催
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、

国
内
外
の
人
々
の
来
訪
や
市
民
の
皆
様
の
相
互
の
交
流
を
促
し
、
も
っ
て
地
域
経
済
の
活
性
化
及
び
地
域

文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
の
「
熊
本
城
ホ
ー
ル
」
を
設
置
す
る
た
め
、
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。
な
お
、
同
ホ
ー
ル
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
三
十
一
年
十
二
月
一
日
の
開
業
を
目
指
し
て
お
り

ま
す
。 

次
に
、「
公
の
施
設
の
他
の
団
体
の
利
用
に
関
す
る
協
定
に
つ
い
て
」
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
大
津

町
と
の
連
携
中
枢
都
市
圏
の
形
成
に
係
る
連
携
協
約
に
基
づ
き
、
相
互
の
住
民
へ
の
図
書
館
等
に
お
け
る

図
書
資
料
の
貸
出
し
を
実
施
す
る
た
め
、
大
津
町
と
協
定
を
締
結
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
図
書
館
等
の
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利
用
に
関
し
て
は
、
本
議
案
に
よ
り
連
携
す
る
十
市
町
村
全
て
と
の
協
定
が
完
了
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

そ
の
他
の
議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
末
尾
に
簡
単
な
理
由
を
付
し
て
お
き
ま
し
た
の
で
説
明
を
省
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

以
上
で
説
明
を
終
わ
り
ま
す
が
、
何
と
ぞ
慎
重
に
御
審
議
の
上
、
御
賛
同
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

 


